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小学校プログラミング教育に関する教科書分析 

 

定免友登＊，鎌谷虎太朗＊＊，伊藤陽介＊＊＊ 

2020 年度から新学習指導要領に基づき小学校プログラミング教育が実施されている。

本論文では，その現状を調査するため文部科学省による検定済教科書に記載されてい

るプログラミング教育に関連するページ数に着目して分析し，実践上の課題を考察し

た。その結果，プログラミング教育及びそれに関連する記載ページ数は著しく少なく

教科書や指導書を活用したプログラミング教育を行う場合，非常に限定された単元で

の展開が想定されることがわかった。 

[キーワード：小学校，教科書，プログラミング教育，プログラミング的思考] 

1. はじめに 

日本政府は第 5 期科学技術基本計画において

Society 5.0 を提唱し，目指すべき未来社会の姿を描

いた[1]。情報技術の発展・普及とともに，現在日本

の小・中・高等学校では「情報活用の実践力」，「情

報の科学的な理解」，「情報社会に参画する態度」の

三観点に基づいて情報教育が展開・実施されている

[2]。携帯型情報端末の高性能化や人工知能などの情

報技術の加速度的な高機能化などに伴って情報産業が

急速に巨大化しつつあり世界的な情報を取り巻く環境

が著しく変化している。このような状況に対応できる

ように小学校段階から「情報の科学的な理解」にも関

わる学習内容の充実が求められ，2017年に告示された

小学校学習指導要領(以下，新学習指導要領と表記)に

新たにプログラミング教育が規定された[3]。 

2020年度から新学習指導要領に基づき実施されてい

るプログラミング教育は，情報機器やプログラミング

の体験を通じて行うプログラミング的思考に関する育

成をねらいとしている。そのため，実践上の現状を調

査し，課題に基づく指導内容や授業方法などの改善が

必要である。山本は文部科学省による検定済小学校用

教科書のプログラミング教育に関わる記載内容を調査

し，プログラミング的思考と従来の論理的思考の相違

が明確に整理されていないことを指摘している[4]。

この調査では，小学校プログラミング教育に関連する

掲載件数を教科などと学年で整理しているため，ペー

ジ数の割合が示されていない。本論文では，文部科学

省による検定済教科書に記載された小学校プログラミ

ング教育に関連するページ数に着目して分析し，実践

上の課題を考察する。 

2. 小学校プログラミング教育の概要 

新学習指導要領における小学校プログラミング教育

は，子供たちにコンピュータに意図した処理を行うよ

う指示することができるという体験をさせつつ，将来

どのような職業に就くとしても，時代を超えて普遍的

に求められる力としてのプログラミング的思考を育成

するものである。プログラミング的思考は「自分が意

図する一連の活動を実現するために，どのような動き

に対応した，記号をどのように組み合わせたらいいの

か，記号の組み合わせをどのように改善していけばよ

り意図した活動に近づくのか，といったことを論理的

に考えていく力」と定義されている[5]。 

様々な教科や特別活動などにおいて，プログラミン

グを体験しながら論理的思考力を身に付けることがで

きる学習活動を計画的に実施する必要がある。プログ

ラミング体験が探求的な学習の過程に適切に位置付く

ように配慮することや ICT 環境の整備，教員の知識・

指導力の向上，民間との連携の確保なども求められて

いる。 

3. 教科書分析 

小学校プログラミング教育に関する現状を分析する

ため，新学習指導要領に基づく検定済教科書に記載さ

れたプログラミングとそれに関連する内容のページ数

を調査した。調査対象とした検定済教科書は，2020年

6 月時点で出版済みであり，鳴門教育大学附属図書館

が所蔵しているものとした。その内訳は，小学校第 1
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から第6学年までの国語(書写を含む)，社会(地図帳を

含む)，算数，理科，生活，音楽，図画工作，家庭，

体育(保健)，外国語(英語)，道徳の各教科書であり，

分冊を含めて全 302冊，40,936ページ分である。教科

毎の内訳は，国語(74冊)，社会(13冊)，算数(58冊)，

理科(24 冊)，生活(16 冊)，音楽(12 冊)，図画工作(12

冊)，家庭(2 冊)，体育(10 冊)，外国語(15 冊)，道徳

(66 冊)である。また，出版元毎の内訳は，東京書籍

(51冊)，日本文教出版(40冊)，光村図書出版(26冊)，

学校図書(50冊)，学研教育みらい(8冊)，教育出版(50

冊)，帝国書院(1 冊)，大日本図書(14 冊)，啓林館(17

冊)，開隆堂出版(9 冊)，三省堂(2 冊)，信州教育出版

社(6冊)，教育芸術社(6冊)，光文書院(8冊)，文教社

(2冊)，廣済堂あかつき(12冊)である。 

3.1 全体的な教科書分析 

今回調査対象とした教科書の全体的な分析結果を表

1 に示す。表 1 中の上段の数値は標準授業時数，中段

の最初の数値はプログラミングまたはそれに関連する

学習に関する記載ページ数，「/」の次の数値は，教

科書の総ページ数を示す。下段にプログラミングまた

はそれに関連する学習に関する記載ページ数の割合

(%)を示す。 

調査した40,936ページ分のうち，プログラミングま

たはそれに関連する学習に関する記載ページ数の総計

は，74 ページであり，0.18%であった。表 1 の合計に

示すように，第 1 学年から 6 学年までの各学年用教科

書の総ページ数に対するプログラミングとそれに関連

する内容のページ数の割合は，それぞれ，第 1 学年

0.05%，第 2 学年 0.04%，第 3 学年 0.13%，第 4 学年

0.07%，第 5 学年 0.25%，第 6 学年 0.34%であった。学

年が上がるとともにその割合は増加しているものの，

非常に小さいことがわかった。 

3.2 学年毎の教科書分析 

本節では，表 1 に示した第 1 学年から第 6 学年まで

学年毎に使用する教科書に対して教科別に分析した結

果について述べる。 

第 1 学年用教科書の算数にはプログラミングに関す

る記載があったものの，実際にプログラムを作成する

学習ではなく，フローチャートを活用してプログラミ

ング的思考を育成する内容であった。 

第 2 学年用教科書では，第 1 学年用と同様，算数に

フローチャートを用いたプログラミング的思考の育成

に関わる内容のみが記載されている。 

第 3 学年用教科書では，教科書のページ数が増えた

こともあり，プログラミングに関連する記載ページ数

は第 1 学年と第 2 学年の両教科書合わせて 3 ページで

あったものが，9 ページとなり 3 倍になっている。記

載ページ数の割合は，0.13%と第 1学年用と第 2学年用

表 1 全体的な教科書分析の結果 
 

学 

年 
国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語 道徳 合計 

1 

306 

0/1379 

(0.0%) 

 136 

3/1092 

(0.3%) 

 102 

0/1063 

(0.0%) 

68 

0/159 

(0.0%) 

68 

0/123 

(0.0%) 

 102 

0/0 

(0.0%) 

 34 

0/1187 

(0.0%) 

816 

3/5003 

(0.06%) 

2 

315 

0/1476 

(0.0%) 

 175 

3/1638 

(0.2%) 

 105 

0/997 

(0.0%) 

70 

0/159 

(0.0%) 

70 

0/123 

(0.0%) 

 105 

0/0 

(0.0%) 

 35 

0/1269 

(0.0%) 

875 

3/5662 

(0.05%) 

3 

245 

5/1578 

(0.3%) 

70 

1/533 

(0.1%) 

175 

3/1748 

(0.2%) 

90 

0/1089 

(0.0%) 

 60 

0/165 

(0.0%) 

60 

0/122 

(0.0%) 

 105 

0/96 

(0.0%) 

 35 

0/1384 

(0.0%) 

840 

9/6973 

(0.13%) 

4 

245 

1/1608 

(0.1%) 

90 

0/55 

(0.0%) 

175 

3/1894 

(0.2%) 

105 

0/1267 

(0.0%) 

 60 

0/165 

(0.0%) 

60 

0/122 

(0.0%) 

 105 

0/96 

(0.0%) 

 35 

0/1441 

(0.0%) 

875 

4/6648 

(0.06%) 

5 

175 

2/1533 

(0.1%) 

100 

7/859 

(0.7%) 

175 

8/1853 

(0.4%) 

105 

0/1137 

(0.0%) 

 50 

0/165 

(0.0%) 

50 

0/122 

(0.0%) 

60 

0/141 

(0.0%) 

90 

0/156 

(0.0%) 

70 

5/918 

(0.5%) 

35 

0/1525 

(0.0%) 

910 

22/8409 

(0.26%) 

6 

175 

1/1537 

(0.1%) 

105 

0/877 

(0.0%) 

175 

6/1695 

(0.4%) 

105 

25/1305 

(1.9%) 

 50 

0/165 

(0.0%) 

50 

0/122 

(0.0%) 

55 

1/141 

(0.7%) 

90 

0/156 

(0.0%) 

70 

0/920 

(0.0%) 

35 

0/1577 

(0.0) 

910 

33/8495 

(0.39%) 

※上段：標準授業時数 

※中段：プログラミングまたはそれに関連する学習に関する記載ページ数／総ページ数 

    複数学年用教科書は平均ページ数で集計した。第 4学年の社会は地図帳のみ調査した。 

※下段：プログラミングまたはそれに関連する学習に関する記載ページ数の割合(%) 
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の場合の約 2 倍になっている。算数に加えて国語や社

会にもプログラミング教育に関連する内容が記載され，

教科横断的にプログラミングを学べるようになってい

る。しかし，直接的にプログラミングする内容ではな

く，ローマ字学習におけるキーボードの活用やイン

ターネットの検索方法，電子メールの使い方など，コ

ンピュータやインターネットを使用していく上で必要

不可欠なスキルを身に付けさせる内容である。これら

の学習で得られたスキルはプログラミングする際に必

要となるものである。また，フローチャートを活用し

たプログラミング的思考の育成に関する内容は第 1・2

学年用と同じ割合しかなかった。ある程度自分で考え

ることのできる年齢である中学年になったことで，こ

れからの時代に必要になるスキルの習得に係る記載内

容が増加しているものの，プログラミング的思考を育

成するという側面から記載ページ数の割合はほとんど

変化していないことがわかった。 

第 4 学年用教科書では，第 3 学年用と同様，コン

ピュータやインターネットの活用などの内容とプログ

ラミング的思考の育成に関する記載がある。しかし，

コンピュータやインターネットの活用などの内容に係

る記載ページ数は減少していた。プログラミング的思

考の育成に関する内容として算数にフローチャートに

関する記載が多くあり，計算問題でアルゴリズムを

使って解くという内容である。しかし，その内容は 3

ページしか記載されておらず，アルゴリズムに関する

記述は 1ページしかなかった。 

第 5 学年用教科書では，外国語が追加されたことか

ら大幅に総ページ数が増え，プログラミングに関する

ページ数も 22 ページ増加している。しかし，その割

合は 0.26%であり，第 4 学年と比較して約 4 倍に大幅

に増加している。第 5 学年では国語，社会，算数に加

え，外国語の教科書にもプログラミングに関する記載

がある。外国語では，フローチャートを用いてプログ

ラミング的思考を育成する内容とキーボードの活用に

関する内容の 2 種類の記載がある。算数ではフロー

チャートを用いた内容に加えて，Scratch などのソフ

トウェアを使って多角形を描くプログラムを作成する

学習活動が記載されている。第 3・4 学年においても

実際にコンピュータを用いてプログラミングする学習

を展開できると考えられるが，第 5 学年になって初め

てそのような学習内容が教科書に記載されている。 

第 6 学年用教科書の総ページ数は第 5 学年用と大差

ないものの，プログラミングに関するページ数は 1.5

倍に増加している。全ての出版元の理科の教科書にお

いて電気の分野においてプログラミングについて記載

があり，その内容は LED などを光らせたり消したりす

るプログラムの作成である。なお，プログラミングに

用いるソフトウェアやセンサの利用など具体的な教材

の形態は出版元によって様々である。また，家庭の教

科書ではフローチャートを使って袋づくりの筋道を考

える内容が記載されている。 

以上述べた結果をまとめると，第 1 学年から第 4 学

年用までの各教科書にもプログラミング教育に関する

記載は見られたものの，キーボードやインターネット

検索などのコンピュータやインターネットの使い方を

学ぶような内容やフローチャートを用いてプログラミ

ング的思考を高める内容が多く，実際にソフトウェア

を使ったプログラミングをする学習活動は第 5・6 学

年用の教科書のみであった。これより，第 1 学年から

第 4 学年までは教科書を用いたプログラミング教育は

かなり限定的であり，プログラミング的思考を育成す

るという観点から教科書に沿った学習活動は難しいも

のになっていることが示唆された。 

3.3 教科毎の教科書分析 

本節では，教科毎にプログラミング教育に関連する

記載ページ数やその内容について教科書分析した結果

について述べる。 

表 2 に，国語，社会，算数，理科，家庭及び外国語

の各教科書の分析結果を示す。教科毎に，教科書の総

ページ数，プログラミング教育とそれに関連する記載

があったページ数とその割合，及び主な学習内容をま

とめるとともに，学年毎にプログラミング教育とそれ

に関連する記載があったページ数の割合と学習内容を

示している。 

国語では第 3 学年から第 6 学年までの教科書におい

てプログラミングに関連する記載ページはあったが，

いずれもキーボードの活用やインターネットの検索方

法など，コンピュータの使い方を身に付けるものであ

り，プログラミング教育とは間接的な内容である。 

社会の教科書では，国語と同様にプログラミング教

育を実施する前段階としてのコンピュータの使い方を

身に付ける内容や発表用ソフトウェアの使い方を学ぶ

内容の記載があった。 

算数の教科書では，各学年でプログラミングに関す

る内容の記載があり，算数科全体を通してプログラミ

ング教育を取り扱っていることがわかる。さらに，全

ての学年においてフローチャートを用いて学習する場

面の記載もあり，プログラミング的思考の育成に直接

つながる内容となっている。とくに，第 5・6 学年で

は実際にソフトウェアを使ってプログラムを作成する

学習活動の記載がある。小学校学習指導要領解説算数

編[6]において，プログラミングを行う学習例として

多角形の作図が記述されているように，算数の考え方

とプログラミング的思考の類似性が強いことから，関
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連ページ数が多くなっていると考えられる。 

理科の教科書では，第 6 学年にのみプログラミング

教育の内容が取り扱われており，他の学年ではなかっ

た。全ての出版元において，電気の分野にプログラミ

ングに関する学習内容を記載していることから，算数

と同様，小学校学習指導要領解説理科編[7]の電気の

分野においてプログラミング教育の例示があったこと

がその要因と考えられる。具体的な内容は，LED など

を光らせたり，消したりするプログラムを作るものが

多く，中学校技術・家庭科(技術分野)「D 情報の技術」

における「計測・制御システムのプログラミング」に

発展していくものであった。 

家庭の教科書では，第 5 学年に 1 ページのみ記載が

あり，フローチャートを用いてプログラミング的思考

を育成する内容であった。 

外国語(英語)の教科書では，コンピュータの使い方

を身に付ける内容とフローチャートを用いてプログラ

ミング的思考を育成する内容の 2 種類の記載が見られ

た。 

第 1・2学年用生活の教科書 2,060ページにプログラ

ミング教育及びそれに関連する内容の記載は見当たら

なかった。同様に，全学年に対する音楽の教科書 978

ページ，図画工作の教科書の 734 ページ，体育(保健)

の教科書 504 ページ，及び道徳の教科書 8,383 ページ

にも記載は無かった。 

3.4 教科書分析結果の考察 

国語，社会，算数，理科，外国語及び家庭の各教科

書にプログラミング教育及びそれに関連する学習内容

の記載はあったものの，実際にプログラムを作成する

学習活動は算数と理科のみであった。たとえ教科書に

プログラミング教育に関わる記載があったとしても，

その割合は極めて小さく，教科書のみを用いたプログ

ラミング教育に関する学習活動を十分展開することの

難しさが明らかになった。そのため，総合的な学習の

時間などを活用して，教科の学習内容と直接関連させ

るものではなく，プログラミング的思考の育成を重点

的に配慮した授業開発が求められる。 

一方，プログラミング教育の環境整備という点では，

理科のプログラミングのように，照度を測りその結果

に応じて LED を点灯させたり，消灯させたりするなど，

パソコンとは別に計測・制御機能を備える小型コン

表 2 教科毎の教科書に記載されたプログラミング教育に関連する分析結果 
 

教科名 国語 社会 算数 

総ページ数 9,111 2,326 9,920 

記載ページ数 9 8 26 

記載ページ数の割合(%) 0.1 0.3 0.3 

主な内容 

①キーボードの学習 

②インターネットの活用 

③電子メールの活用 

①インターネットの活用 

②電子メールの学習 

③発表用ソフトウェアによ

る学習 

①フローチャートの活用 

②アルゴリズムの学習 

③ソフトウェアによる学習 

④リングの移し替えなど 

学年別 

の割合 

と内容 

第 1学年 0%  12% ① 

第 2学年 0%  12% ①，④ 

第 3学年 56% ① 12% ①，② 12% ① 

第 4学年 11% ① --- 12% ②，④ 

第 5学年 22% ② 88% ②，③ 31% ①，③ 

第 6学年 11% ③ 0% 23% ①，③ 

教科名 理科 家庭 外国語 

総ページ数 4,798 282 1,838 

記載ページ数 25 1 5 

記載ページ数の割合(%) 0.5 0.4 0.3 

主な内容 
①プログラムの作成 ①フローチャートの活用 ①フローチャートの活用 

②キーボードの学習 

学年別 

の割合 

と内容 

第 1学年 0%   

第 2学年 0%   

第 3学年 0%   

第 4学年 0%   

第 5学年 0% 0% 100% ①，② 

第 6学年 100% ① 100% ① 0% 
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ピュータを必要とする。このような教材が導入できな

い状況では，パソコンのみ，またはアンプラグドで実

践できるプログラミング教育を選択することが考えら

れる。 

4. おわりに 

検定済教科書に対して小学校プログラミング教育に

関連するページ数を調査した結果，その記載ページ数

は著しく少なく，算数や理科に偏っていた。そのため，

教科書や指導書を活用したプログラミング教育を行う

場合，非常に限定された単元での展開に限られること

が示唆された。 

本分析の結果，プログラミング教育に関わる記載の

なかった教科においても実際にプログラミングを含む

学習活動の実践例が報告されている[8]。プログラミ

ング的思考を育成することをねらう際には，様々な教

科での学習や総合的な学習の時間を活用多面的に取り

扱うことが望ましい。しかし，教科書に記載のない学

習内容を授業することに難易度が高いと感じる小学校

教員は多いのではないだろうか。今後の教科書改訂に

伴い，少しでもプログラミング教育に関連する記載の

増加に期待したい。 

一方，2021，2022 年度からそれぞれ中学校技術・家

庭科(技術分野)，高等学校情報科において新学習指導

要領に基づくより高度なプログラミング教育が開始さ

れる。発達段階を考慮しつつ小・中・高等学校を見通

したプログラミング教育を行うという点から，小学校

では第 5・6 学年を対象とするプログラミング教育に

重点化することも考えられる[9]。 
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